
















など), その後, いわゆる ｢比較表現｣ を媒介として
(八亀 2014) 特性から 関係を表す形容詞の具
体的記述 (｢近い｣ と ｢遠い｣) (八亀 2015) へと記述
の範囲を広げてきた｡ 本稿では, 語彙的な意味として
関係を表す形容詞の具体的記述の第二弾として,







今回の記述の対象となる ｢おなじ (だ)｣ という形
容詞は語彙的な意味として ｢一致｣ という 関係の
中でも特別な意味関係を表す形容詞である｡ 哲学的に
は ｢同一性｣ (あるいは類似性) というのは, たいへ
ん奥深くかつ長い議論の歴史を持つ問題であり, 本稿
で扱う ｢おなじ (だ)｣ という形容詞の記述で明らか
になる 特性関係質の関係性は, このような
哲学的な課題にも通じるものである｡






1) ｢おなじ (だ)｣ の意味・用法の中心は, ｢質的
な一致関係｣ ではなく ｢特性の共通性に基づく特
徴づけ｣ である｡
2) 上記と関連して, 中心となる文型は ｢ＡはＢとＸ
がおなじ (だ)｣ である｡
以下, 記述の前提として, 奥田理論における 特性
の定義 (第 2 節), ｢おなじ (だ)｣ という形容詞の文
法的かたちづくりについての基礎的なこと (第 3節),













(1988) は, 文の意味的なタイプとして 運動状態
存在特性関係質を認めるが1), このうち
運動と 状態が時間的限定がある 現象であ
り, 特性と 質が時間的限定性のない 本質
である｡ 存在は 現象になる場合も 本質に
なる場合もある (具体的な用例などについては紙幅の




はこのうち 特性である｡ 定義を, 奥田が 『ことば











かくれている｡ たとえば, ｢あの人は意地がわるい｣ といっ
たところで, その表現にはいかなる具体性もなく, 抽象的
に人の性格を特徴づけているにすぎない｡ しかし, この表











いるという点である｡ ｢おなじ (だ)｣ という形容詞の
用例を見ていくと, この一般化のありかたを観察する
ことになる｡ 哲学的な議論を待つまでもなく, ある個




記述に先立って, 本論で扱う ｢おなじ (だ)｣ の文
法的な形作りについて, 基本的なこととして確認をし
ておく｡ ｢おなじ (だ)｣ は, 基本的に第二形容詞であ
るが, 第一形容詞と同じ形で用いられることもある｡



















4. 1. 西尾 (1972)
『形容詞の意味用法の記述的研究』
形容詞研究の基本文献である西尾 (1972) では,
｢おなじ (だ)｣ は ｢第１部 形容詞の意味の諸側面｣
で ｢2. 1 広汎なものごとの属性｣ の ｢2. 1. 2 異動・




































(ａ) ひとしい, おなじ, そっくりな
(ｂ) 反対な・の, ぎゃくな・の, あべこべな・の, さ
かさまな・の (西尾1972：45)




いことを確認し, その後, ２つ以上あるものが, あら
ゆる点で, またはなにかの点で差がないことをあらわ
すばあいは, 原則的には対照的関係を表す語であると
して ｢ＡとＢがおなじだ｣ ｢ＡがＢとおなじだ｣ のそ
れぞれについて用例を挙げている｡
4. 2. 森田 (1977) 『基礎日本語１』
本稿では ｢おなじ (だ)｣ について観察するが, 森








一 ｢ＡトＢハ等しい｣, 二 ｢ＡハＢニ (ト) 等しい｣







｢Ａ→Ｂ｣ の方向をとる｡ ｢角Ａは角Ｂに等しい｣ なら, 角
度という全く同類同士の比較であるから ｢Ａ←Ｂ｣ も論理
的に成り立つ｡ しかし, Ａ・Ｂが同類ばかりとはかぎらな
い｡ ｢等しい｣ と認定する発想は, むしろ主題として取り
上げたものを全く異種のものと引き合わせ, 価値的に結び
つけるところにある｡ 森田 (1977：398)
八亀 (2008) や八亀 (2014) などで論じてきたよう
に, ｢おなじ (だ), ちかい, とおい, したしい｣ など
の語彙的に ｢関係｣ を表す形容詞が述語となっていて
も, 典型的な 関係を表す形容詞述語文は ｢ＡとＢ
は [形容詞]｣ の文型であり, ｢ＡはＢと (に) [形容
詞]｣ の場合は, Ｂとの関連性によってＡを特徴付け
る 特性を表す形容詞述語文と考えることができる｡




文の評価的な性質については, 八亀 2008 などを参照)｡
4. 3. 小西編 (1989) 『英語基本形容詞・副詞辞典』













時を経ても相異のないことも表し ｢変らない, 同じ｣ とい
う意でも用いられる｡ (小西編 1989：1593)
そのうえで, 意味・用法を次の６つに分類している｡
1a. the same A 同一の [ほかならぬその] A 人 [物, 事]
1b. the same A (種類・数量・程度・質などが) 同じ [一
致する, 異ならない] Ａ [物, 事]；単調なＡ 事
1c. the same A (性質・状態などが) 同じ [変らない] Ａ；
(外観・名前などが変わっても実質的に) 同様のＡ 人
[事]
2a. S be the same (as …) Ｓ 事 [物]が (…と) 同一
である
2b. S be the same (as O) Ｓ 物 [事, 人]が (Ｏ 物
[事・人] と(種類・概観などが) 同じである [異ならな
い]




通して挙げているように, ｢ＡとＢはおなじ (だ)｣ と






























という３つ目の要素は, ｢おなじ (だ)｣ という形容詞

















まずは, ｢おなじ (だ)｣ が規定語として機能する場
合について, 記述していく｡ 語彙的な先行研究で指摘
されている二分類にそって用例を観察する｡
6. 1. ｢同一であること｣ を示す場合




わらず) 不変である｡ 変わらない｡ 同一である｡
2) 二つ以上の物事が共通性を持っている｡ 二つ以上
のものの動作, 状態, 程度などに違いがない｡ 共通の
様相, 状態を呈する｡ 同様である｡
まずはこの 1) の場合について見ていこう｡ 先行研究
のところで簡略化して示した西尾 (1972) の記述を引
用しておく｡










この場合, ｢一人の｣ ｢一台の｣ などと言い換えられ
るのが特徴である｡
・いずれ発見されるだろうが, それは構わない｡ 死体




























認したもの (こと) と｣ 照らし合わせて ｢おなじ｣ と
評価していることになり, 対象語を取らないのか, 省
略されているのか判断に悩むこともある｡ こうなって
















































まず, 複数の別個のものが, 種類や外観, 数量など
の点で同じであることが表される場合について整理を
進めていこう｡ 次の例は ｢色｣ ｢二重らせん構造｣ ｢間
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の用法があり, また, 二つ (以上の) ものに何らかの
共通する側面 (＝Ｘ) を見いだしたことを表す用法が



























をした｡ ｢ＡとＢはおなじ (だ)｣ という典型的な関係
を表すタイプと, ｢ＡはＢと (に) おなじ (だ)｣ とい
うＢとの関係性をＡの特性としてさしだすタイプであ
る10)｡
八亀 (2015) で ｢近い｣ ｢遠い｣ の記述をしたとき
も同様の傾向があったが, 圧倒的に後者のタイプが多







めた｣ という用例がほとんどである｡ そのため, ｢Ａ
はＢとＸがおなじ (だ)｣ のように, 何らかの側面な
り観点 ｢Ｘが｣ によって, 部分的な一致関係を表した
り, 八亀 (2012) で概観した ｢評価を絞り込む表現形
式｣11) によって ｢～という点ではＡはＢとおなじ (だ)｣
のようにある特定の条件の下での一致関係を表すこと










7. 1. ｢ＡとＢはおなじ (だ)｣
まず, 先に述べたように用例は少ないが ｢ＡとＢは
おなじ (だ)｣ という典型的な 関係を表す文タイ
プの例を挙げてみる｡ 次の例は双子の話である｡ 兄と
弟について ｢学校が｣ (この場合は他の側面もおなじ




していた｡ で, 私たちがまだ子供の頃にもう, この
二つの家を造らせたのだ｡ 私と弟は学校も同じだっ




























7. 2. ｢ＡはＢとおなじ (だ)｣
次に ｢ＡはＢとおなじ (だ)｣ のタイプについて見
















全体としては, 先に確認したように, ある側面 ｢Ｘ
が｣ やある一定の条件下 ｢～という点では｣ で共通性
を見出している例が多い｡ 最初の例は ｢精度｣ という
側面について, 後の例は ｢その稲穂を見ると｣ という
条件下で, ｢GCA｣ や ｢化石で出土した植物 (下の用
例では省略)｣ を ｢通常の計器着陸装置｣ や ｢私たち
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がいま食べているお米｣ との共通性で特徴付けている｡


























































































以上, ｢おなじ (だ)｣ が述語として機能する場合に
ついて, 二つの文型ごとに用例を具体的なものから抽
象的なものへ並べながら整理をしてきた｡
中心的な文型は ｢ＡはＢとＸがおなじ (だ)｣ であ
り, さらに文法化が進んだ場合は, 比喩表現を表すコ
ピュラに近いものや ｢してもおなじ (だ)｣ という形
で評価のモダリティへと続く例が認められた｡
8. おわりに













な ｢質的な一致関係｣ ではなく, ｢特性の共通
性に基づく特徴づけ｣ であり, 中心となる文型も ｢Ａ








・セッちゃんと同じだった｡ 滑稽で, ぶざまで, 悲し
い姿が, 何日か前に加奈子が話していたセッちゃん
の姿と重なってしまう｡ (アイロン：260)
・セッちゃんだった｡ 滑稽で, ぶざまで, 悲しい姿が,
何日か前に加奈子が話していたセッちゃんの姿と重
なってしまう｡
｢おなじ (だ)｣ の意味・用法の観察を通じて, ｢お








1) このような捉え方は(2001) の temporal stabil-
ity とも共通する｡
2) 歴史的経緯を 『角川古語大辞典』 (1982) の記述で
確認をしておく｡
上代では ｢月見れば於奈自国なり (万葉・4073) の
ように終止形と同形の ｢おなじ｣ と, ｢月見れば於奈




る方向をたどった｡ 連用形 ｢おなじく｣, およびその








3) 言い方を換えると 質が同じなのではなく, 何ら
かの共通した 特性を持っている, ということにな
る｡ 質は 特性の束である｡
4) ここでは, 『日本国語大辞典第２版』 の記述を元に
提示しておく｡
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に基づいている｡
8) ｢同じく｣ にも同様の例が観察される｡
9) 近いものとして, 次のような例がある｡ 複数の夢を
比較しているので規定語のときとは性質が異なる｡
・｢(前略) そういう夢｡ いつもいつも同じ夢や｡ 隅か
ら隅まで同じや｡ それでいつも同じようにおそろしく
怖い｣ (アイロン：323)
10) この ｢Ｂと｣ の位置づけについて, 鈴木重幸 (1968)
は, ｢状態があらわれるために必要な対象｣ として対
象語としている｡
11) 八亀 (2012) で扱ったタイプのものを, 注10で見た
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